
  

１．平成23年３月期第２四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年９月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 

  

  

  

平成23年３月期  第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

        平成22年11月９日

上場会社名 株式会社 エヌアイデイ 上場取引所  大 

コード番号 2349 ＵＲＬ  http://www.nid.co.jp 

代表者          （役職名） 代表取締役社長 （氏名）鈴木 清司 

問合せ先責任者  （役職名） 取締役財経部長 （氏名）下山 和郎 （ＴＥＬ）03（3365）2621 

四半期報告書提出予定日 平成22年11月12日 配当支払開始予定日 － 

四半期決算補足説明資料作成の有無：有     

四半期決算説明会開催の有無      ：有(機関投資家、アナリスト向け)     

  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第２四半期  7,127  0.7  364  3.4  371  5.1  92  △54.5

22年３月期第２四半期  7,077  △8.1  352  △19.7  353  △21.0  202  △17.3

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第２四半期  24  33  －  －

22年３月期第２四半期  53  48  －  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第２四半期  10,146  5,745  56.6  1,517  72

22年３月期  10,272  5,818  56.6  1,537  10

（参考）自己資本 23年３月期第２四半期 5,745百万円 22年３月期 5,818百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －  －  － － － － 45 00  45  00

23年３月期  －  －

23年３月期（予想）  － － － － 45 00  45  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  15,500  5.3  1,030  13.5  1,050  13.9  480  △10.9  126  80



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規        社 （社名）                        除外        社  （社名） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表

作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算 

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続を実施中です。  

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現時点で入手可能な情報に基づき判断した見 

通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があり 

ます。業績予想の前提となる仮定等については、３ページ「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報」（３） 

連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。   

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期２Ｑ 4,369,830株 22年３月期 4,369,830株

②  期末自己株式数 23年３月期２Ｑ 584,237株 22年３月期 584,237株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期２Ｑ 3,785,593株 22年３月期２Ｑ 3,785,593株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出や生産の一部は持ち直しが見られるものの、欧米を中心と

した海外経済の減速や円高進行に対する懸念等が、改善しつつある企業収益へ影響することが考えられ、依然とし

て不透明な状況で推移しております。 

当社グループの属する情報サービス業界においては、企業のIT投資は回復しつつあるものの、その回復ペースは

緩やかであり厳しい受注環境が続いております。  

このような状況のもと、当社グループでは、「戦略的営業活動」として、「とる営業」から「生み出す営業」に

取り組むと共に、「第５の事業」である協調ビジネス（注1）の推進、プロダクト販売活動（注2）の推進に向け注

力する等、当社グループの技術を生かしつつ新たな事業領域への拡大に取り組んでおります。  

売上面では、現場営業の徹底や当社グループの相互連携により受注獲得に努めました。また、収益面では、新卒

採用者の抑制、超過勤務管理の徹底や非稼働人員の撲滅等の施策を実施しております。尚、特別損失として、平成

22年10月1日付「当社出資先企業の民事再生申立による特別損失の発生に関するお知らせ」にて開示いたしました投

資有価証券評価損に加え、金融機関系の保有投資有価証券にて評価損が生じましたので、193百万円を計上しており

ます。 

当第2四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高7,127百万円（対前年同四半期比0.7％増）、営業利益

364百万円（同3.4％増）、経常利益371百万円（同5.1％増）、四半期純利益92百万円（同54.5％減）となりまし

た。 

  

注1 協調ビジネス: 株式会社アクロディアとのアプリケーションプラットフォーム開発、株式会社カオスウェアと

の『PhotoCipherTM (フォトサイファー)』開発等。 

注2 プロダクト販売活動:特定保健指導向けソフトウェア『MIEL』、組込みソフトウェアの自動評価システム『E-

stas』、社内基幹システムの外販『経営革新』(商標登録出願中)等。 

  

当社グループは当連結会計年度より、従来の「システム開発事業」および「情報処理サービス事業」の２セグメ

ントから以下の６セグメント（当社３事業と関連子会社３社）に変更しております。 

①「通信システム事業」：通信システムに関するソフトウェア開発およびプロダクト製品開発 

②「情報システム事業」：ビジネスシステムに関するソフトウェア開発 

③「ネットワークソリューション事業」：ネットワークに関するサービスおよびシステム運用管理 

④「NID・IS」：当社３事業の分野およびデータ入力関連事業 

⑤「NID・IE」：当社３事業の分野 

⑥「NID東北」：当社３事業の分野 

  

各セグメントの状況は、次のとおりであります。尚、セグメントを変更しておりますので、対前年同期の比較は

記載しておりません。 

  

＜通信システム事業＞ 

当事業では、自動車関連の受注増加はありましたが、他の分野では開発案件の縮小、内製化等により厳しい状況で

推移いたしました。この結果、売上高は1,421百万円、営業利益45百万円となりました。 

＜情報システム事業＞ 

当事業では、生損保システム開発や共済システム開発、流通・製造等の案件を引き続き受注し好調に推移いたしま

した。この結果、売上高は1,448百万円、営業利益129百万円となりました。 

＜ネットワークソリューション事業＞ 

当事業では、運輸・通信業や官公庁等の主要顧客からの受注により安定的に推移いたしました。 

この結果、売上高は2,308百万円、営業利益125百万円となりました。 

＜NID・IS＞ 

当事業では、通信システム事業と同様に関発案件の縮小、内製化による影響やデータ入力関連事業の受注減少によ

り厳しい状況で推移いたしました。この結果、売上高は1,036百万円、営業利益34百万円となりました。 

＜NID・IE＞ 

当事業では、景気低迷に伴う派遣需要の減少により厳しい状況にて推移いたしました。この結果、売上高は396百

万円、営業利益13百万円となりました。 

＜NID東北＞ 

当事業では、主要顧客からの受注は安定的に推移いたしましたが、一部不採算プロジェクトが発生しました。この

結果、売上高は515百万円、営業利益19百万円となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況 

当第2四半期連結累計期間末の総資産は、現金及び預金の増加、売掛金および有価証券の減少等により、前連結会

計年度末に比べ125百万円減少し10,146百万円となりました。負債合計は、買掛金および未払法人税等の減少等によ

り、前連結会計年度末に比べ52百万円減少し4,401百万円となりました。純資産は、配当金の支払いによる利益剰余

金の減少により、前連結会計年度末に比べ73百万円減少し5,745百万円となりました。 

 この結果、自己資本比率は前連結会計年度末と同様の56.6％となりました。 

② キャッシュ・フローの状況 

当第2四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）につきましては、前連結会計年

度末に比べ623百万円増加し4,693百万円となりました。 

当第2四半期連結会計期間末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。 

（営業活動によるキャッシュ・フロ－） 

営業活動の結果増加した資金は589百万円（前年同期は330百万円の増加）となりました。 

 これは主に、法人税等の支払額等の支出要因を、税金等調整前四半期純利益および売上債権の減少等の収入要因が

上回ったことによるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロ－） 

投資活動の結果増加した資金は206百万円（前年同期は66百万円の減少）となりました。これは主に、資金運用と

して購入した有価証券の満期償還によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロ－） 

財務活動の結果増減少した資金は172百万円（前年同期は172百万円の減少）となりました。これは主に、配当金の

支払額によるものです。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成22年５月14日付当社「平成22年３月期決算短信」にて発表いたしました、平成23年３月期の業績予想（連

結・個別）を修正しております。 

詳細は平成22年10月28日に別途開示いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸 

 高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、 

簿価切下げを行う方法によっております。  

２．法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に 

よっております。  

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発 

生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックスプ 

ランニングを利用する方法によっております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31 

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日） 

を適用しております。 

これにより、税金等調整前四半期純利益は、6百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始に 

よる資産除去債務の変動額は軽微であります。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。  

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,763,045 4,132,788

受取手形及び売掛金 2,062,756 2,437,193

有価証券 1,038 301,706

仕掛品 230,242 111,232

繰延税金資産 443,905 433,555

その他 153,806 188,729

貸倒引当金 － △3,379

流動資産合計 7,654,793 7,601,826

固定資産   

有形固定資産   

土地 136,767 136,767

その他（純額） 109,656 106,599

有形固定資産合計 246,424 243,367

無形固定資産   

ソフトウエア 215,913 203,939

その他 38,184 56,927

無形固定資産合計 254,097 260,866

投資その他の資産   

投資有価証券 406,347 598,468

繰延税金資産 1,000,595 984,492

差入保証金 509,549 509,348

その他 74,998 74,334

投資その他の資産合計 1,991,490 2,166,643

固定資産合計 2,492,012 2,670,877

資産合計 10,146,806 10,272,703

負債の部   

流動負債   

買掛金 280,360 319,321

未払金 251,471 304,336

賞与引当金 922,052 914,866

資産除去債務 6,268 －

その他 403,981 422,702

流動負債合計 1,864,133 1,961,225

固定負債   

退職給付引当金 2,021,873 1,984,921

役員退職慰労引当金 370,587 359,250

その他 144,761 148,459

固定負債合計 2,537,223 2,492,630



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債合計 4,401,356 4,453,856

純資産の部   

株主資本   

資本金 653,352 653,352

資本剰余金 488,675 488,675

利益剰余金 5,888,986 5,967,232

自己株式 △1,226,363 △1,226,363

株主資本合計 5,804,651 5,882,896

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △59,201 △64,049

評価・換算差額等合計 △59,201 △64,049

純資産合計 5,745,449 5,818,847

負債純資産合計 10,146,806 10,272,703



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 7,077,504 7,127,141

売上原価 5,847,394 5,888,998

売上総利益 1,230,109 1,238,143

販売費及び一般管理費 878,019 874,059

営業利益 352,090 364,083

営業外収益   

受取利息 1,448 1,075

受取配当金 2,887 3,439

助成金収入 4,278 9,625

その他 4,416 2,925

営業外収益合計 13,031 17,066

営業外費用   

支払利息 895 876

投資事業組合運用損 8,177 6,433

その他 2,415 2,201

営業外費用合計 11,488 9,511

経常利益 353,633 371,638

特別利益   

固定資産売却益 2,302 －

投資有価証券売却益 － 915

貸倒引当金戻入額 － 3,379

特別利益合計 2,302 4,294

特別損失   

固定資産売却損 － 144

固定資産除却損 2,763 70

投資有価証券評価損 － 193,779

リース解約損 52 －

役員退職慰労金 10,000 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,130

特別損失合計 12,815 200,125

税金等調整前四半期純利益 343,120 175,807

法人税、住民税及び事業税 193,980 113,480

法人税等調整額 △53,318 △29,778

法人税等合計 140,661 83,701

少数株主損益調整前四半期純利益 － 92,105

四半期純利益 202,458 92,105



（第２四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 3,722,051 3,707,870

売上原価 3,022,522 3,061,015

売上総利益 699,529 646,855

販売費及び一般管理費 436,588 434,730

営業利益 262,940 212,124

営業外収益   

受取利息 1,315 1,046

受取配当金 203 252

助成金収入 4,028 7,012

その他 1,446 1,625

営業外収益合計 6,994 9,936

営業外費用   

支払利息 523 402

投資事業組合運用損 8,177 6,433

その他 2,257 2,201

営業外費用合計 10,958 9,036

経常利益 258,976 213,024

特別利益   

投資有価証券売却益 － 915

貸倒引当金戻入額 △1,084 －

特別利益合計 △1,084 915

特別損失   

固定資産売却損 － 144

固定資産除却損 2,633 70

投資有価証券評価損 － 106,657

特別損失合計 2,633 106,872

税金等調整前四半期純利益 255,258 107,066

法人税、住民税及び事業税 193,355 112,861

法人税等調整額 △84,005 △60,512

法人税等合計 109,349 52,349

少数株主損益調整前四半期純利益 － 54,717

四半期純利益 145,908 54,717



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 343,120 175,807

減価償却費 57,474 67,088

退職給付引当金の増減額（△は減少） 114,410 36,952

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △7,924 11,337

貸倒引当金の増減額（△は減少） 26 △3,379

賞与引当金の増減額（△は減少） 31,678 7,186

投資事業組合運用損益（△は益） 10,195 8,399

受取利息及び受取配当金 △4,336 △4,514

支払利息 895 876

投資有価証券売却損益（△は益） － △915

投資有価証券評価損益（△は益） － 193,779

有形固定資産売却損益（△は益） － 144

有形固定資産除却損 243 70

無形固定資産除却損 2,520 －

投資不動産売却損益（△は益） △2,302 －

売上債権の増減額（△は増加） 351,551 374,437

たな卸資産の増減額（△は増加） △149,721 △115,859

その他の流動資産の増減額（△は増加） △48,069 49,227

その他の固定資産の増減額（△は増加） 200 130

仕入債務の増減額（△は減少） △85,628 △38,960

未払金の増減額（△は減少） △18,498 △46,147

未払消費税等の増減額（△は減少） △9,826 △11,376

その他の流動負債の増減額（△は減少） 14,711 20,148

その他 514 △3,837

小計 601,236 720,598

利息及び配当金の受取額 4,336 4,514

利息の支払額 △895 △876

法人税等の支払額 △274,302 △134,274

営業活動によるキャッシュ・フロー 330,375 589,961

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △330 △300

投資有価証券の売却及び償還による収入 － 300,000

有形固定資産の取得による支出 △5,396 △20,271

有形固定資産の売却による収入 － 38

無形固定資産の取得による支出 △71,559 △48,214

投資不動産の売却による収入 13,060 －

その他 △1,836 △25,032

投資活動によるキャッシュ・フロー △66,061 206,218



（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 410,000 460,000

短期借入金の返済による支出 △410,000 △460,000

配当金の支払額 △170,078 △170,209

その他 △1,990 △2,294

財務活動によるキャッシュ・フロー △172,069 △172,503

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 92,244 623,676

現金及び現金同等物の期首残高 3,807,866 4,070,109

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,900,111 4,693,785



該当事項はありません。 

  

  

１．報告セグメントの概要  

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源の  

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっております。  

 当社は、本社に全ての事業を統括する事業本部を置き、本社の３事業部及び子会社３社は、事業本部管理のもと 

事業活動を展開しております。 

 したがって、当社は事業本部を基とした組織別のセグメントから構成されており「通信システム事業」、「情報 

システム事業」、「ネットワークソリューション事業」、「NID・IS」、「NID・IE」、「NID東北」の６つを報告 

セグメントとしております。  

 「通信システム事業」は、モバイル関連、ホーム及びカーエレクトロニクス、プロダクト開発などを行っており 

ます。「情報システム事業」は、生保・損保、共済、官公庁向けのシステム開発などを行っております。 

 「ネットワークソリューション事業」は、ネットワークに関するサービス、システム運用管理などを行っており 

ます。「NID・IS」は、本社３事業部の事業及びデータ入力関連事業を総合的に提供しております。「NID・IE」及 

び「NID東北」は、本社３事業部の事業を総合的に提供しております。  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

  

当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日） 

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項） 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  （単位：千円）

  

報告セグメント

合計
通信システ
ム事業 

情報システ
ム事業 

ネットワー
クソリュー
ション事業

NID・IS NID・IE  NID東北 

売上高          

外部顧客への売上高  1,421,275 1,448,826 2,308,296 1,036,255  396,574  515,913 7,127,141

セグメント間の内部
売上高又は振替高  23,804 31,018 32,243 278,953  343,104  9,974 719,098

計  1,445,080 1,479,844 2,340,540 1,315,209  739,679  525,887 7,846,239

セグメント利益  45,489 129,684 125,006 34,214  13,506  19,919 367,820

  （単位：千円）

  

報告セグメント

合計
通信システ
ム事業 

情報システ
ム事業 

ネットワー
クソリュー
ション事業

NID・IS NID・IE  NID東北 

売上高          

外部顧客への売上高  772,742 763,652 1,159,709 532,452  197,438  281,875 3,707,870

セグメント間の内部
売上高又は振替高  9,629 14,008 14,827 136,828  166,684  2,559 344,536

計  782,372 777,660 1,174,536 669,281  364,122  284,434 4,052,407

セグメント利益  23,098 77,853 68,253 23,969  5,531  14,869 213,575



当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

  

当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。  

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21

日）を適用しております。 

  

該当事項はありません。 

  

  

  （単位：千円）

利益 金額   

報告セグメント計  367,820

セグメント間取引消去  1,732

全社費用（注）  △5,018

その他   △450

四半期連結損益計算書の営業利益  364,083

  （単位：千円）

利益 金額   

報告セグメント計  213,575

セグメント間取引消去  851

全社費用（注）  △2,284

その他   △18

四半期連結損益計算書の営業利益  212,124

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記


	ヘッダー3: ㈱エヌアイデイ（2349）平成23年３月期　第２四半期決算短信
	ヘッダー4: ㈱エヌアイデイ（2349）平成23年３月期　第２四半期決算短信
	ヘッダー5: ㈱エヌアイデイ（2349）平成23年３月期　第２四半期決算短信
	ヘッダー6: ㈱エヌアイデイ（2349）平成23年３月期　第２四半期決算短信
	ヘッダー7: ㈱エヌアイデイ（2349）平成23年３月期　第２四半期決算短信
	ヘッダー8: ㈱エヌアイデイ（2349）平成23年３月期　第２四半期決算短信
	ヘッダー9: ㈱エヌアイデイ（2349）平成23年３月期　第２四半期決算短信
	ヘッダー10: ㈱エヌアイデイ（2349）平成23年３月期　第２四半期決算短信
	ヘッダー11: ㈱エヌアイデイ（2349）平成23年３月期　第２四半期決算短信
	ヘッダー12: ㈱エヌアイデイ（2349）平成23年３月期　第２四半期決算短信
	ヘッダー13: ㈱エヌアイデイ（2349）平成23年３月期　第２四半期決算短信
	フッター3: - 1 -
	フッター4: - 2 -
	フッター5: - 3 -
	フッター6: - 4 -
	フッター7: - 5 -
	フッター8: - 6 -
	フッター9: - 7 -
	フッター10: - 8 -
	フッター11: - 9 -
	フッター12: - 10 -
	フッター13: - 11 -


